




















































































































































































































































































wretched,andhow unpardonable,how hopelessandhow wickeditwas,tomarrywithout
affection・（374）という事実を理解してくれるに違いない，と信じるためでもあり，ここに至って，
彼女が自信と強さを備えた女性に成長したことがさらに明らかとなる。
ファニーの実家の様子を見ても，ヘンリーのファニーに対する気持ちは変わらない。彼はファニー
に感化され，立派な人間に変わりつつあるように見える。ファニーの気持ちもヘンリーに向かう兆し
を見せた矢先，彼はラッシュワース夫人となっていたマライアと出奔してしまう。この事件に関して，
エドマンドはメアリーと話し合い，ふたりの価値観の相違を痛感させられる。メアリーはヘンリーの
行為をエドマンドほど深刻に考えてはいないのである。
She［Mary］sawitonlyasfoly,andthatfolystampedonlybyexposure.......Oh!Fanny,itwas
thedetection,nottheoffencewhichshereprobated.Itwastheimprudencewhichhadbrought
thingstoextremity,andobligedherbrothertogiveupeverydearerplan,inordertoflywith
her.（526）
―51―
エドマンドはこう言ってメアリーの判断を非難する。明るみに出なければ何をしてもよい，という摂
政時代の腐敗した生き方を肯定するような彼女の考え方は，エドマンドには到底受け入れがたいもの
だった。メアリーは自分がこのような窮地に到ったのはファニーのせいだと非難する。
Itisalher［Fanny・s］fault.Simplegirl!Ishalneverforgiveher.Hadsheacceptedhim asshe
ought,theymightnowhavebeenonthepointofmarriage,andHenrywouldhavebeentoohappy
andtoobusytowantanyotherobject.HewouldhavetakennopainstobeontermswithMrs.
Rushworthagain.Itwouldhavealendedinaregularstandingflirtation,inyearlymeetingsat
SothertonandEveringham.（527）
メアリーのことばでエドマンドは，自分と全く価値観が異なることを確信した。
......althistogethermostgrievouslyconvincedmethatIhadneverunderstoodherbefore,and
that,asfarasrelatedtomind,ithadbeenthecreatureofmyownimagination,notMiss
Crawford,thatIhadbeentooapttodwelonformanymonthspast.（52930）
自分が愛したのは実際のミスクロフォードではなく，想像上の，つまり存在しないミスクロフォ
ードだったのだ，とエドマンドは納得しようとするが，それでもなかなか未練を断ち切れない。物静
かという印象を持たれるファニーは機会を待ち続け，ついに到来した機会をしっかり捕えて自分の意
見をほのめかすのである。
Fanny,nowatlibertytospeakopenly,feltmorethanjustifiedinaddingtohisknowledgeofher
realcharacter,bysomehintofwhatsharehisbrother・sstateofhealthmightbesupposedtohave
inherwishforacompletereconciliation.（531）
ファニーは決して強く意見を述べることはない。あくまでも控えめな様子を装って，しかし確実にエ
ドマンドのマインドセットを解き放つために一番効果的な方法を採ったのだ。ファニーの計算しつく
された言動に，エドマンドは納得せざるを得ない。ファニーの判断は，魔法の鏡のように真実を語る
のである。
自信と勇気，美しさ，したたかさを身に着けたファニーが，エドマンドのこころを得るのに時間は
かからない。サートマスは「野心とお金に支配された結婚にうんざりし，立派な道徳心と性格をま
すます大切に思うようになり，自分に残された家庭的幸福を確実に自分のそばにぎとめておきたい
と思った。」（5456）サートマスはファニーの望み通り，「愛情のない結婚がどんなに不幸で，どん
なに許しがたいことで，どんなに絶望的で，どんなに邪悪なことか」を理解したのである。当初，サ
ートマスはファニーを引き取るに当たり，自分の息子たちと結婚するようなことが起こりえないか
を心配した。ノリス夫人は，きょうだいのように育てられればそのような関係になることは「道徳的
にありえない（・moralyimpossible・,7）」とサートマスを納得させ，ファニーはマンスフィールド
パークに引き取られる。しかし，物語の最後でサートマスの懸念していた息子とファニーの結婚が
実現してしまう。植松氏は，ファニーが「道徳的にありえないこと」を導いたのであり，最も道徳的
といわれているこの作品の結末に，「道徳的にありえない」ことが記され，それを不道徳と非難され
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ることなく祝福される，という皮肉な結果になったと指摘する。12だが，19世紀のイギリスでは，
いとこ同士の結婚は身分ある家庭においてもしばしば行われたことだった。ファニーをバートラム家
に引き取らせることを発案したノリス夫人にしてみれば，「道徳的にありえない」としてサートマ
スの懸念を払拭する必要があった。サートマスの心配の根底には，ファニーの家庭が貧しく階級的
に低いこと，つまりバートラム家と釣り合わないという「野心とお金」に囚われた受け止め方があっ
た。そしてついに，様々な家庭的不幸を経験して，常に正しい判断に基づいた行動をとることができ
るファニーのあり方こそが理想であったことにサートマスは気づかされたのである。ファニーは真
実を語る魔法の鏡の力を発揮して当主サートマスに野心とお金に支配された結婚の愚かさを気づか
せたのである。
本研究は昭和女子大学の研究助成を受けたものである。
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